
沿岸重要資源委託調査

I 調査目的

イワ i/類.アジ，サパ，スJレメイカの資源動態な把握するため魚体調あ漁況調査を実施する。

E 調査内容

(1) 調 査 期 間 ・H ・H ・-・昭和 44年 5月~昭和45年 1月

(2) 調 査 員'"・H ・..主任研究員斎藤重男.技師沢田兼造臨時事務手清野さつ子

(3) 調査地域・・H ・H ・-鯵グ沢，船岡，後潟

(4) 調査項 自

(イ) 漁況調査・H ・H ・-・イワ ν類， アジ'. -!Tパ，スJレメイカ

但) 多項目謝査

(a) イワ ν類・ H ・H ・-・体長，体重，性別，生殖腺重畠卵径，脊推骨数，胃内容および稜類。

(b) マアジ・H ・H ・..…尾又長，体重，性551]，生殖腺重量，肥満度，胃内容物および種類。

(c) マ分パ………・・尾又長，体重，性別，生殖腺重量，肥満度， 胃内容物および種類。

(d) スJレメイカ…・・外套長，体重，性別，生殖腺重量，成熟度輸精管重量，輸卵管重量，精爽のう

重量，アン卵腺長，アン卵腺重量，交接の有無.胃内容重量および種類。

い) パンチング調査

(斗 スJレメイカの標識放流

(刈 マサパの標識放流

亜調査結呆

鯵グ沢では一本釣KよるスJレメイカ，船岡，後潟では小型定置網で漁獲された カタクチイワν，

マイワ ν，マサパ，スJレメイカ，マアジの各魚種の多項届，パンチング調査乞実施した.

調査尾数は多項白，パンチング調査を含め，カタクチイワ乙/2，04 8尾，マアジ 1，39 1尾，マサパ

1.8()5尾，マイワ ν521尾，スJレメイカ 5，7 5 0尾である。

(li 漁況県統計課Uてよる昭和 44年 1月-11月末現在ーまでの 6魚種の漁獲量はつぎのとなりである。

(イ) マ イ ワ ν…'..・H ・..漁獲量は 12 0トンで昨年同期の

(吋 カタクチイワ ν……漁獲量は5.66 9トYで昨年周期の 96.3%であるo

(.11 ワJレメイワレ・ H ・H ・..漁獲量は僅か 23K9で殆んど皆無の状態である。

件)マ ア ジ…...・H ・-・漁獲量は73 1トンで昨年同期の 78.5%である。

(ォ、) スJレメイカ…，..・H ・..漁獲量は 97.2 4 7トンで昨年同期の 69%である。

ト)マ サ パ・H ・H ・..…漁獲量は 14 6.2 7 2トンで昨年同期の 72%であるつ

(2) 魚体調査

(イ) カタクチイワ ν
la) 体長組成

6-1月までの調査期間中の雌雄別の体長はつぎのとおりである。

雌H ・H ・-・・体長は 7.0-1 4.0 聞の範囲vc分布しモードは 11.5cmvc認められ，体長 11 cm以上

の大型群の出現率は 51. 1 %.それ以下では 48.9%となり，大型，中型群の出現率

は大き/工差異は認められない。

雄...・H ・..体長は 7.5-1 3.0 cmの範囲K分布し，モードは 10.5. 12.0cmVL認められ.11

cm以上は 52.6%. それ以下は 74.4%で若干大型魚の来遊が多くみられた。

またパンチング調査(毎白 10 0尾 )VCよれば，体長 11 c和以上の大型若手は 41. 1 

%.それ以下では 58.9%となり中小混合苦手の来遊が多くなっていた。
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陸奥湾K来遊するカタクチイワνは6-7月にかけては成熟蔀他の月は未熟群で

る。

(b) 体重

6-1片までの調査期間中. 2. 4 -3 6. 4 r;の範囲K分布し，最大の群は 6月で成熟訟，旬別

平均体重では 11月中旬.これについで 1月初旬の}I民となっているがいずれも未熟の群である。

また雌雄別平均体重(旬別)は雌が大きい値乞示している。

(c) 性別

xZ検定によれば 7月 16. 25日に有意差が認められた。

(d) 生殖線

6-1月までの調査期間中は 2旬以下_30.IfO淵図に分布し，最大は6J:lである的 6-7月

をどのぞいては殆んど O.1 r;以下のものである。

(e) ，!1s 径

6-7月にかけては 0.63 -0. 9 6腕，それ以降でι0.03 -0.1 67lUfl範囲のものが最も多か

ったが最大は 6. 7片である。

(f) 脊推骨数

44-46個の範囲K分布し，昨年同様45個が最も多かった。

(g) 胃内容

殆んどのものは空胃か 0.1r;以下のものが多く 0.3r;が最大で融業員については消化して不明で

ある。

(吋マイワν
(a) 体長組成

9-1 1片(4回)にかけての体長は 11.3 - 1 6. 1 C71iの範囲K分布しモードは 12， 1 4.5 

cmの二峯が認められた。

(b) 体重

調査期間中は 16. 2 - 4 9.!; r;の範囲に分布し. 1 1月中旬が最大である。

(c) 性 比

XZ倹定によれば有意差は認められない。

(d) 生殖腺

O. 1 r;以下のものが殆んどであり O.2 r;が最大であったが未熟の個体である。

(e) 卵径

0.1-0.1 67lUflの範囲K分布し. 1 1月 24日に調査のものが嵯かながら値が高い。

(f) 脊推骨数

50-5 2個の範囲K分布し. 5 1個が最も多かった。

(g) 胃内容

殆んどのものは空胃かO.1 r;以下であるが.11月 24日. 1 1月 16日調査のものは 0.2-

2.2 r;でカタクチイワν乞食していた。

十守マアジ

(a) 尾又長組成

例年陸奥湾K来遊するマアジは尾又長 13四以下の群が王体をなし，雌雄の判別も困難な若年

魚であるが調査期I問中の!;-1 1月までは 5.5 - 1 4. 5 cm VC分布し 9.5. 11.0C7Jiの二主義が認め

られた。

(b) 体重

!; -1 1片までの調査期閣中は 2.9-4 7.7 r;の範囲に分布し. 1 1月中旬が最も大きい値乞

示していた。
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(0) 性別

未熟な群であり雌雄の判別は困難であった。

(d) 生殖腺重量

すべて痕跡すらとどめね未熟の群で不明である。

(e) 胃内容

o. 1 '}以下の個体が多かったが. 1 1月 5!::l. 1 6日K調査したものは 0.2-2. 2 '}のカタク

チイワν乞摂餌していた。

(f) 肥満[芝

旬別平均肥満度は 12. 6 8 --1 4. 4 5 VC分布し. 1 0月は 14台で最も高く. 1)月下旬は 12 

台で最も低かった。

伺マサパ

(a) 尾又長組成

本年の最大は 7月 16日調査のもので 19. 0 -2 8. 0 cm VC分布し，モードは 23. 2 4仰の二

峯が認められた。

他の調査日のものはすべて属父長 24cm以下の群であった。昨年同様初漁期K大型先行がみら

れた。

(b) 体 重

7 --1 2月までの調査期間中は 11--270'}の範囲に分布し. 7月中旬が最大であったが，

これKついで 11月中旬となっている。

(0) 性 別

調査期間中雌雄の判別したものは 11月 25日. 1 2月 24日の 2日閣で他の調査日の雌雄別

は不明であった。

(d) 生殖腺重量

雌雄の判別ができたものは 0.1'}以下，その他は痕跡すら認められず不明であった。

(e) 肥満度

調査期間中は 7.5--1 5.0 VC分布していた治、月別平均では 10月が最高となっている。

体)スJレメイカ(鯵グ沢)

(a) 外套長組成

5月 17日-7片 21自にかけての外套長は 12--26αn('C分布し，モードはそれぞれ 14. 

1 6--20仰に認められる。 7月26日--11月 10日にかけては 15--28cmVC分布し，モー

ドは 21. 22crn('C認められた。

(b) 体 重

5---11片までの調査期間中雌では 48--471'}. 雄で付 43-409'}の範囲K分布し，

雌では 11月，雄では 8月が最大であったが.}j別平均では外套長K比例し雌が大きい。

(0)性別

X2検定Kよれば5%の有意水準で 7月 21日. 8月 7日.10月 15日.調査のものκは有

意差が認められたが.雌雄刃IJの平均では雌50.4 %.雄 49.6%で大差はない。

(d) 生殖腺重量

雌では O.1 '}以下から 28.2'}の範囲K分布し. 7月 21日調査のものが最大(2 8.2 (j九

推で拡 O.1 '}以下から 18.7 '}の範囲に分布し， 9]j 1 6日調査のものが最大(1 8.7 '} )であ

った。

(e) 輸精管重量および貯精のう重量

本年は輸精管('c貯精のう重量乞加えて側定したが，分布巾は 0.1'} --5.3 '}で最大は 8月 20

日， これKついで 9月 25日. 1)月 10日， 7片 17日となっている。
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(f) 精爽のう

0.1 -7.0 g の範囲K分布し. I:l月 12日調査のものが最大であった。

(g) 輸卵管室量

0.8 -4  2.0 gの範聞K分布し，最大は 7月 21日の 42gこれについで 9月 21日(19.4 

g )， 7月 17日(1 6.8 g )となっている。

(h) テン卵腺長

1 0.0-1 3 5.0鵬の範囲に分布し，月別平均では 7片，旬別平均では 7月下旬で，これKつ

いで 9月となっている。

(ュ) テン卵腺重量

0.7 -1  6.9 gの範囲に分布し， 7月下旬の 16. 9 g， 1 5. 5 gが最高である。

(j) 成 熟度

半熟，完熟状態にあったものはl雄では6.80/0.雄では 14.7 %で全調査尾数の 10.7%で昨年

( 4.6 %)より高い比率となっている。

(k) 交接

本年の交接率は 18.7%で昨年(7.2%)に比し高い値乞示しているカ>. 9月K最も多いこと

は昨年と同桜である。

(1) 胃内容

本年の最大は雌では7月 21日の 35.0 g，雄では 10月 30日の 35. 5 g.でス Jレメイカ乞食

していた。旬男IHてみると 11月上旬が雌雄とも K最高であるが，全調査期間中の平均では雌1.1

g.，雄1.6 gで大きな差異は認められない。

同 スJレメイカ(後潟)

(a) 外套長組成

5片 25日-8片5日までは外套長は 6.0-2 O.ocmの範囲K分布しモードは 13. 1 4.8. 1 6. 

1 7 cm(!L認められた。しかし 11片 15日Kは そ-，. 1 9. 2 O. 2 3 cmの三峯含有-する訟の来遊が

あり. 1 2月 15日にはこれまでと一変して 19-31cmとなり 27cmεLとの特大群が来遊して

いる。

この 27-31cmの群は嘘奥湾で調査したものの中では最大の個体であった。

(bi 体重

5 jj-l片までの調査期間中雌では 6.0-8 0 7 g.，雄では 10.0 -5 0 3 g.の範囲K分布し，

雌雄ともに 12月中旬が長大であった。

(ロ)性別

活検定の結果 5月 24日， 1 2月 5日調査のものに有意差が認められたが，雌雄知jの総平均

では雌 51. 00/0.雄49.0%である。

(d) 生殖線重量

雌では O.1 g.以下から 14.0g.，雄では 0.1g以下から 10.1 gの範囲に分布し，とも(!L1 2 

月 15日調査のものが最大であった。

(e) 輸精管重量および貯精のう重量

輸精管に;貯精のう乞加えて測定したが殆んど輸精管も白化していないものが多かったが. 1 2 

月 15 E:l には 5.3 g.で最高，これについで 11月 16日(3.4 g )である。

(f) 精爽のう重量

0.6 -2. 9 'Jの範囲に分布し， 1 A 6日調査のものが最高であった。

倒的卵管重量

殆んどのものは未熟の群であるが" 1 2月 15日調査のものだけに1.1 -5.6 'Jであった。

(h) テン卵線長
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5.0 -9  L 0胸の範囲に分布し.12月 15日調査のものが最大であった。

(i) アン卵腺重量

0.5 - 9.1 9-の範囲K分布し. 1 2月 15日調査のものが故大であった。

(j) 成熟度

半熟，完熟状態にあったものは雌ではそれぞれ 0.4%で雄の半熟状態のものは 2.9%で完熟の

ものはなかった。

(k) 交 接

本年の交接率は 7.3%で昨年(4.6 %)に比し高かった特に 12月 15日(iC調査のものは 17 

尾のうち 15尾に交接がなされており，調査期間中最も多かった。

(1) 胃 内容

本年ω最大は雌ーでは 12片 15日の 44.5九雄では 11片 15日の 35. 0 ;;でカタクチイワ

νを食していた。

全指査期[習をどとおしての平均は雌 3.1)f}.雄3.3f}で大きな差異は認められな!ハ。

(31 スJレメイカ標識欣流

(a) 目的

スノレメイカの分布移動画遊を究明し漁況との関係会明らかにする。

(bi 実施内容

北上群生対象として日本海では 6片 108. 1)月 11日K権現崎W/N1 2也鯵ケ沢W/N

6 3浬で計1.656尾乞政流し，同捕足数は 14尾(0.1) 5 % ).径i曲目数は 10 -7 0日で，津

軽海峡，奥尻，小島，漁場で再摘された。

太ミj'-i羊では北上群. l'判下群乞対象として8月 9日. 1 9日. 27日. 1 1月 24日. 27日に殆

んど鮫角i中で1.0981言を欣流し再捕尾数は 3足(0.2 7 %).径過日数は L0 -5  7日ですべて

岩手県とど崎， dJ回湾口で丙捕された。

日本向太平洋乞含めての始、政流忌数は2.754尾，再捕尾数 17尾(0.6 2 %)である。

(4) マサパ標識放流

(a) 自的

日本海区水産研究所に協力し，陸奥湾内，後潟i中2浬で 10月 15日.16日の両日 Kわたって

1，01)6尾を放流したが再捕尾数は 34尾(3.1 4 %)，径過日数は1)-17 3日(1尾は昭和

4 5年 6月 9日当場に届出)で 33尾は陸奥湾内の小型定置綱(1尾は一本釣}で再捕され，再捕

率の高さからみてこの岩手は湾内に滞泳していたものと忠われる。

ただし 1尾は昭和、15年 4片6日新潟県両津市和木i中で 17 3日径過後，再捕されているが太平

洋側からの舟捕発見の届出はなかった。

W 今後の課題と問題点、

(1) スJレメイカ

本県沖では沿岸域を北上，南下する冬生t1訴が主体をなしているが外套長，生殖版，成熟度など

よりみて仲合群との交流状態乞究明したい。

また，多項目誠査結果から漁75t'.との闘連をと究明したい。

(2; マサパ

陸奥湾内(iC来遊するマサパは例年尾又長 24m以下の群が主体乞なしておりさして課題とするもの

もないが，僚識欣流乞実施して日本海，太平洋への回遊状態を究明したい。
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